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我らはこの山の長である。我らには熊のような体躯も、鷲のような翼もない。決

して強い生き物とは呼べないだろう。しかし我らがたった十数匹でこの山のケモ

ノたちの上に立っているのは、よくはたらく知恵と変化の術のおかげである。お

かげで山のふもとの人里に下りることだってできる。

それにしても近頃のニンゲンの里はなにやら不思議なものにあふれている。道に

は明かりのつく木が生えているし、家では音の鳴る箱に耳をかたむけている。と

はいえ暮らしが大きく変わったわけではないようだ。我らの暮らしもそう変わる

ことはないだろう。

〔アスペクト生成質問〕
	� 変化の術。私たちが変化の術を使うのは一体何のためですか？

	� 山の掟。里山に秩序をもたらすために守らなければならないことは何ですか？

	� 〔自由アスペクト〕。好きに決めてください。

〔共同体への質問〕
	� 私たちにとってニンゲンとはどのような存在ですか。人里へ定期的に下りなけ

ればならないのはなぜですか。

	� 変化の術を使うために払う代償とは何ですか。

	� 私たちと他の動物たちを分けるものは何でしょうか。私たちと他の動物たちの
関係はどのようなものですか。

	� 私たちの住む山の特徴とは何ですか。山がもたらす恩恵・困難はどのようなも
のがありますか。

	� 私たちの中で争いが起こったらどのように解決しますか。他の動物との間に争
いが起こった場合はどうしますか。

名前
正吉、おキヨ、小春、ぽん太、まめだ、こがね丸、ミヨ、矢三郎、信楽、ポコ、鼓八千

〔時代の移行〕
〔時代〕2へ移るにあたって〔展開〕を（黒い左欄か、赤い右欄か）選ぶ。以降
は、選んだ方の〔展開〕が続く。

〔時代〕2へと移る。〔アイソレーション〕の終わりを予感させる出来事。	
それはあらゆる会話の中に潜んでおり、無視などできない。

仲間の一人が人里の外れに見たことのない大
きな機械を見つけました。畑を耕す道具で
しょうか、地面を掘っているようです。その
報告は共同体で共有されました。

その報告を楽観視するのは誰ですか？

その報告を脅威だと感じるのは誰ですか？

仲間が深い傷を負いました。私たちの餌場を
荒らす見知らぬ獣に襲われたそうです。私た
ちは身体的には他の動物たちとそう変わらな
いことを思い出しました。

傷ついた仲間にどう接するでしょうか？

その獣にどのろうなアプローチをするでしょ
うか？

〔時代〕3へと移る。予期されていたことが起きてしまう。	
〔アイソレーション〕の終わりは近い。この定めからは逃れられない。

人間は機械で木を倒し地を砕き山を開いてい
きます。たくさんの動物が住処を追われまし
た。私達も例外ではありません。

人間に対抗するのは誰ですか？

どのように対抗しますか？

その獣たちは山に住み着き、食料を食い尽く
し仲間を狩り始めました。他所から移ってき
たのか、人間が放ったのかは定かではありま
せん。確かなことは彼らには言葉が通じない
ということ、彼らのほうが身体的に強いとい
うこと、そして彼らは私達をご馳走だと思っ
ていることです。

その獣にどう対抗するでしょうか？

住処を離れる決意をした仲間もいました。そ
れはどのような者でしょうか？

〔遺されゆくもの〕へと移る。最後の瞬間、またはその結果。

山は平野になってしまいました。私達が統べ
ていた山はそこにはもうありませんでした。
人間はなおたくさんの機械で野を平にしてい
きます。新しい建物の建設も始まっています。
今やそこに山があったことを信じられないく
らいです。

住処を失った私達はどのように暮らすでしょ
うか。新しい住処を探しますか？　人間に紛
れて過ごしますか？　それとも他の道がある
でしょうか。

仲間はもう数えるほどしか残っていません。
仲間のほとんどが住処を出ていったか狩られ
てしまいました。あの獣はどんどん数を増や
しています。今やこの山の支配者はあの獣た
ちです。

最後までこの住処に残るのは誰ですか？

最期の日々をどのように過ごしますか？

出ていったものは故郷をどのように思い出し
ますか？
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